
男子 女子 計

1 光陵高等学校 陸上競技部 10 7 17
毎年、県大会出場者を出している。（部員の1/4～1/3程度）
一生懸命コツコツ努力する生徒が多い。

2 大船高等学校 演劇部 10 40 50

部の目標は「お客様に喜んでもらえるような演劇を創ること！」と
し、生徒が主体となって積極的に活動している部活。演劇初心者の
生徒も多い中で、過去10年に全国大会及び関東大会に出場している
実績がある。確かな実績を持ちながら、今年度は演劇について知識
を持つ指導者がおらず、生徒に技術指導ができない状況となってい
る。

3 大和高等学校 コーラス部 0 6 6
平日(火・水・金)放課後活動をしている。６月、９月(文化祭)、12
月(クリスマス)、３月校内での演奏会を実施。また、12月大和市音
楽協会主催の合同合唱会へ参加をしている。

4 海洋科学高等学校 バドミントン部 8 2 10

活動日：月・水・（奇数週）金
活動目標：「バドミントン経験者」と自信を持って言うことができ
る

5 剣道部 14 8 22

週6日活動。関東大会出場が目標。
R４年度は県大会男子団体５位、個人５位、地区大会団体・個人優
勝。県大会女子団体３位、個人３位、地区大会個人優勝。経験者も
いるが初心者もいて技術の差が大きいのでスタッフを募集したい。

6 男子テニス部 13 0 13

週5～6日活動。地区団体優勝、県団体ベスト８を目標に活動中。
R４年度の成績は地区個人シングルス3位、団体準優勝、県大会個人
ダブルス本戦出場。経験者が多い現状の中、顧問は競技経験がない
ため、さらなるレベルアップのために外部指導者に指導をお願いし
たい。

7 横浜平沼高等学校 バドミントン 15 16 31
週５～６日練習し、県大会常連校を目指して日々頑張っている。
2023年度関東予選　中地区６位。

8 保土ケ谷高等学校 JRC 1 4 5
昨年度より、手話の学習を始めている。聾者とのふれあいを目指し
ている。

9 鶴見総合高等学校 柔道 20 2 22

活動内容：週５（水・日オフ）
活動目標：関東大会・インターハイ出場
活動実績：関東大会兼予選（団体）ベスト１６、横浜地区大会　第
３位、国体予選（個人）第５位

10 バドミントン部 7 1 8
小規模ながら、週５回の活動をしている。大会で勝ち進むことはな
かなかできないが、他校との練習試合や日々の練習を通して技術や
マナーを向上させている。

11 バスケットボール部 9 0 9
バスケットをもっと好きになることを目標に、オフェンス中心の練
習で楽しく活動している。

秦野高等学校

向の岡工業高等学校

令和５年度神奈川県立学校部活動支援ボランティア受入れ校一覧

NO 学校名 部名
部員数

部のプロフィール



男子 女子 計
NO 学校名 部名

部員数
部のプロフィール

12 伊勢原支援学校 バスケットボール同好会 11 6 17
高等部と伊志田分教室の生徒で活動をしている。バスケットボール
を本格的に取り組む生徒が多いため、基礎練習を中心に、２対２、
３対３の練習等を行っている。

13 野球部 2 0 2

活動内容：週４回程度(平日)　16：00～18：00
活動目標：関東聾学校野球大会優勝。部員が少ないが、野球を通じ
て仲間の大切さや責任感を養う。また、練習や試合を通して、個々
やチームの課題を克服しながら野球の楽しさを味わう。
大会実績：R４年度関東聾学校野球大会優勝

14 卓球部 4 1 5

活動内容：週３～４回程度(土日祝の活動未定)　15：40～17：00
活動目標：卓球の技術の習得だけでなく、卓球を通して挨拶や基本
的なマナーなどの規律を守り、社会性を身に付ける。大会の試合の
中で、積極性や協調性を身に付ける。

15 陸上競技部 4 3 7

活動内容：週3～4回(平日、但し夏大会前は土日祝の活動有り)
16：00～18：00
活動目標：個人、チームの目標を達成するために日々の練習に励
む。挨拶や礼儀など基本的なマナーを身に付ける。
大会実績：関東聾学校陸上競技大会「男子走り高跳び 3位、男子走
り幅跳び 4位、女子100ｍ 4位・5位、女子200ｍ 2位・6位、女子
400ｍ 4位、女子4×100ｍR 2位、女子総合 2位」、全国聾学校陸
上競技大会「男子4×100ｍR 7位、男子走り高跳び 5位、女子4×
100ｍR　3位、女子100ｍ　4位、女子200ｍ　4位、女子総合　4位

平塚ろう学校


